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4月のこよみ

1日新入学(悶〕児査を守

る交通安全運動

110目婦人週間始まる

11日メートル法公布記念

日

15日学校放送開始される

18日発明!の日

20田容の火虫干防運動

24日租症を初めて行なう

28日サンフラン γスコ平

和条約

29日天皇誕生日 | 

写真=左右を確認横断の子どもたち

新入学児童を交通事故から守ろう

新入学児童や園児を輪禍か b守ろうど 、事故防止運動

を4月、 、つ11、、、全i立ーせ、、lこ展開L:1す。

道内の交通事故は、、ぜんど Lて上昇の一途をたどって

、、ます。とりわけ 4月には例年、 危険な道路、になれな

、、新入学児童や図児の事故がふえて、、ますが、会町民が

子どもたちに注意の目をそそぎ、事故防止に努めて、、さ

t:いものて'す。 おとなの一人一人が直接子どもの手をと

っ正い、歩き方を身につけま Lょう。

1止m:と人口 1ij:~!r-数 2 ， 8 1 3 人口 12，212(男5，977 立6，235)43，2 .l1現在
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住
み
ま
い
町
づ
く
り
に

43年度

三
億
五
千
八

今
金
町
の
昭
和
四
十
三
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
予

算
は
三
月
十
五
日
か
ら
聞
か
れ
て
い
た
第
一
固
定
例
同
議
会
で
審

議
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二
十
五
日
閉
会
、
新
ら
し
い
予
算
は
み

な
さ
ん
の
暮
ら
し
ゃ
、
町
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、

そ
の
お
も
な
事
襲
内
容
か
ら
ひ
ろ
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
費
の
適
正
配
分

節
減
を
方
針
に

新
年
度
の
子
算
総
額
は
、
五

位
二
千
六
百
五
十
五
万
七
千
円

で
す
。こ

の
う
ち
川
み
な
さ
ん
の
家

庭
に
つ
な
が
る
。
一
般
会
計
。

の
予
算
が
三
億
五
千
八
百
十
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
事
業
の
な
か
で

収
支
を
ま
か
な
う
悶
民
健
康
保

険
、
と
場
会
計
、
簡
易
水
道
な

ど
の
u
H

特
別
会
計
。
は
五
千
八

百
六
十
五
万
八
千
円
、
国
保
病

院
施
設
が

一
億
九
百
七
十
九
万

九
千
円
で
す
。

一
般
会
計
の
財
源
の
う
ち
、

お
も
な
も
り
は
、
町
税
の
五
千

三
百
凶
十
八
万
凶
千
円
、
地
方

交
付
税
の
一
佑
五
千
九
百
八
十

万
八
千
円
、
国
庫
支
出
金
四
千

三
百
三
十
一
一
一
万
七
千
円
、
道
支

出
金
の
三
千
二
百
四
十
七
万
四

千
円
、
財
産
収
入
の

一
千
十
万

円
な
ど
が
見
込
れ
て
い
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は

国
の
予
算
な
ど
の
見
通
し
を
参

附
し
て
、
財
政
規
棋
の
抑
制
、

公
的
依
存
度
の
引
下
げ
、
税
制

の
改
正
、
既
定
経
費
の
適
正
配

分
、
行
政
経
費
の
節
減
な
ど
の

基
本
方
針
に
治
っ
て
、
町
民
の

求
め
て
い
る
事
業
を
重
点
的
に

百
万
円

写
真
H
町
長
の
施
政
力
針

倣
進
す
る
よ
う
配
地
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
事
喋
貯
の
財
源

を
で
き
る
だ
け
確
保
す
る
よ
う

経
常
貨
の
‘膨

張

量

ガ

押

え
、

あ
く
ま
で
も
脳
全
財
政
を
く
ず

き
な
い
よ
う
に

つ
と
め
、
さ
ら

に
、
北
綴
道
開
拘
計
耐
と
併
行

全
町
の
開
発
に
資
す
る
総
合
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
こ
ん
ど

も
各
部
門
に
お
け
る
業
楠
の
改

静
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
た
め
に
、
広
く
町
民
の
声

を
求
め
、
町
づ
く
り
の
指
針
と

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

基
本
計
画
の
策
定

に
審
議
会
設
置

今
金
町
の
発
肢
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
が
町
民
の
監
視
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
木
町

の
地
域
社
会
形
成
か
ら
米
作
、

酪
段
、
林
業
の
三
本
の
柱
を
基

幹
と
し
て
総
合
的
に
開
発
す
る

た
め
に

ρ
今
金
町
総
合
策
定
和

服
。
を
近
く
持
足
さ
せ
専
問
的

立
場
か
ら
地
域
の
基
本
計
闘
を

た
て
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
計
画
樹

立
努
託
料
五
十
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
庁
舎
前
の

庭
剛
造
成
、
庁
舎
噌
築
な
ど
に

五
百
七
十
六
万
四
千
円
、
衛

生
貨
は
み
な
さ
ん
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
た
、
し
尿
処
理
も
本
年

度
か
ら
三
町
共
同
で
郁
柴
を
実

施
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
こ
れ

も
二
百
四
十
五
万
三
千
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
部
惜
の
臨
立
の
た
め
の

股
林
水
産
梁
貨
は
、
股
接
試
験

場
に
よ
る
土
同
地
調
査
、
共
同
利

用
機
械
購
入
、
操
業
労
務
者
需

給
調
牧
、
天
災
宮
利
子
補
給
の

ほ
か
低
位
所
得
川
崎
家
再
践
、
開

拓
者
離
民
対
椛
な
ど
あ
わ
せ
て

六
百
四
十
ヒ
万
円
が
補
助
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
総
合
か
ん
ば
い

事
業
、

換
地
事
業
促
進
の
た
め

に
二
百
八
十
八
万
五
千
円
、
農

村
旭
化
対
絞
首
九
万
三
千
円、

開
拓
地
改
良
恥
梁
(
道
路
)
五

百
万
八
千
円
、
林
業
振
興
の
た

め
の
ポ
プ
ラ
紋
培
、
冷
密
林
造

成
、
林
接
行
h
y
句
育
成
な
ど
の

削
助
金
、

m
m
Am際
、
神
沢

の
各
林
道
併
梁
な
ど
あ
わ
せ
千

九
百
十
二
万
五
千
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

街
路
事
業
、
消
防

も
整
備
充
実

土
木
技
に
あ
っ
て
は
大
和
総

側
時
新
設
、
A
M

原
品
免
道
路
に

一
千
八
十
万
三
千
円
、
都
二
幹

線
川
改
修
工
事
七
百
七
十
六
万

八
千
円
、
そ
の
ほ
か
街
路
事
業

と
し
て
千
六
両
四
十
八
万
八
千

円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
消
刷
の
充
実
が
み

な
さ
ん
の
間
か
ら
袈
割
引
さ
れ
ま

b
沈
が
、
こ
ん
ど
美
刊
河
分
団

を
新
設
二
十
五
人
が
増
員
配
置

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
貯
水
槽
も

地
殺
さ
れ
百
八
十
六
万
三
千
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

女
教
青
少
年
対
策

も
強
化

j 新入学(園)児童を交通事故から守ろう 1 
1 悶道路で遊ばぬ、指 きりげんまん 1 
1 図手をかそ う刊 す る 子に年よりに i 

回運 転 は 急 がず無理せず油断せず 1 
町 1川 町 内..........'..，酬 l川
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多
年
出
巴
楽
で
あ
っ
た
今
A
M
小

学
校
改
鈍
も
い
よ
い
よ
粁
工
の

迎
び
に
な
り
設
計
、
敷
地
強
制

な
ど
に
三
百
五
十
万
円
が
見
込

ま
れ
た
ほ
か
、
日
進
中
学
校
特

別
教
室
、
八
束
中
学
校
教
員
住

宅
が
四
百
二
十
二
万
円
で
新
築

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
青
少
年

会
館
に
つ
き
ま
し
て
は
青
少
年

団
関
係
者
の
強
い
要
望
か
ら
卒

い
本
町
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
千
九
百

四
十
七
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。病

院
施
設
も
充
実

暖
房
に

僻
別
会
計
に
あ
っ
て
は
、
ま

ず
国
保
病
院
も
建
物
嗣
設
と
も

に
老
朽
激
L
〈
、
十
分
在
る
施

療
も
で
き
な
い
現
状
か
ら
、
年

次
計
画
を
樹
立
、
本
年
度
に
お

い
て
増
改
築
と
暖
房
設
備
の
整

備
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
補
助
起
債
な
ど

の
見
通
し
を
考
慮
に
入
れ
実
現

を
図
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。
と

場
会
計
の
辺
哲
も
い
く
た
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
の
と

こ
ろ
苗
産
振
興
の
途
主
に
あ
り

、
検
討
業
者
自
協
力
で
継
続
す

る
考
え
で
す
。
予
算
は
百
五
十

七
万
円
で
す
。

術
品
ホ
近
に

つ
い
て
は
雪
ど

け
や
災
科
叫
に
こ
め
い
わ
く
を

か
け
ま
し
た
が
、

剛山割
に
仲
び

て
お
り
供
給
も
し
だ
い
に
噌
加

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
ど
一
部

の
機
制
改
普
を
同
り
水
道
室
を

改
め
辿
設
却
に
移
管
し
ま
し
た

。
こ
の
会
計
は
五
百
二
万
一
二
千

円
と
な
っ
て
リ
ま
す
。

庁
内
機
構
を
改
善

以
上
お
も
な
事
業
の
あ
ら
ま

し
を
述
べ
ま
し
た
が
、
新
年
度

は
事
務
能
率
を
尚
め
る
た
め
窓

口
を
一
本
化
に
し
て
、
町
民
サ

ピ
久
の
向
上
を
図
る
こ
と
に

な
り
、
庁
内
機
構
の
改
善
を
次

の
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
民
生
謀
を

「
町

民
採
L

に
、
水
道
室
を
改
め
「

建
設
課
」
に
所
管
替
え
十
る
と

と
も
に
国
保
税
を
「
税
務
諜
」

に
移
管
し
ま
し
た
。
ま
た
、
指

定
金
融
機
関
の
設
置
、
伝
票
会

計
制
度
の
採
用
を
図
り
事
務
処

理
の
側
略
化
を
す
す
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

可
決
屯さ
れ
た
お
も

な
条
例

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
一

部
改
正

国
保
耐
久
払
削
の
給
哲
却
び

に
旅
山
口
主
給
の

一
部
改
正

町
税
金
例
の
一
部
改
正

国
民
地
山
保
険
税
条
例
の

部
改
匝

〆s，円80S'肉

ー‘・、.

"注<1-(， -.J 

般会汁予算

.‘ 

J 一一

----

町
消
防
問
品
の
定
品
、
任
免

、
服
務
に
関
す
る
長
例
改
正

手
叡
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
へ
住
民
烈
な
ど
五
十
円
に
)

今
金
町
総
合
計
耐
策
定
審
議

会
条
例
の
制
定

福
祉
会
附
建
設
助
成
条
例
の

制
定桧

山
北
部
三
川
L
尿
処
理
組

合
の
設
立

謀
、
一
会
設
院
長
例
の

一
部
改

正

(民
生
叫
が
町
民
叫
に
改
め

木
理
事
ぷ
山
阻
止
、
建
設
課
に
移

管
)

そ
の
他
陳
情
三
刊
安
員
会
付
託

春
の
川
は

危
険
が

い
っ
ぱ
い

春
の
お
と
ず
れ
と
と
も
に
川

べ
り
や
か
ん
が
い
梢
で
の
子
ど

も
の
遊
び
・
も
め
っ
き
り
刷
え
て

き
ま
す
。

こ
の
季
節
は
水
か
さ
も
刷
土

、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
も

っ
と
も
危
険
で
す
。
と
く
に
川

ベ
り
平
池
な
ど
は
岸
ベ
の
虫
が

ゆ
る
み
水
死
事
故
に
つ
な
が
る

も
の
。
子
ど
も
の
遊
び
に
は
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

つ

-おやすみ前にもう一度確めま Lょう

・ガスや石油ストーブの取扱に気をつけま Lょう

・たぱ二の投げ捨てと寝たぱ二に，主意しまし ょう

よしまし不注意による火災をなく

五延援船)t
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施
政
方

可針
ー:要

43年度
、一~ーー-

安

長

聞
道
百
年
女
迎
え
開
拓
の
体
大
な
る
足
跡
を
偲
び
、
ま
た
、

町
に
お
い
て
も
問
年
は
開
法
七
十
周
年
の
媒
山
刊
を
町
民
と
と
も

に
祝
い
、
一
つ
の
時
代
を
闘
す
る
に
意
義
深
〈
盟
要
で
あ
り
ま

す
。

n
'

布
り
み
ま
す
と
附
和
四
十
二
年
度
は
春
以
来
不
順
の
天
候
に

必
附
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
結
民
的
に
は
中
後
半
期
に
お
い

て
好
天
に
回
復
全
造
的
に
大
豊
作
と
い
う
恵
ま
れ
た
年
と
な
り

開
法
記
念
に
錦
上
花
を
そ
え
る
形
む
な
り
に
出
荷
米
十
三
万
依

咲
破
と
い
う
記
録
的
な
成
架
を
挙
げ
、
名
実
在
も
に
道
南
の
穀

倉
地
加
と
し
て
戸
川川
を
時
間
る
と
と
も
に
、
長
い
川
良
民
各
位
の

紡
旧
世
に
応
え
ら
れ
た
各
層
の
尊
い
こ
指
誕
の
賜
も
の
で
あ
っ
て

披
に
欣
快
の
歪
り
で
あ
り
ま
す
。

四
十
一
一
年
度
は
段
林
業
の
構
造
改
普
を
は
じ
め
、
道
路
、
橋

問問
、
河
川
、
士
地
改
良
事
梁
な
ど
岡
山
、
遊
間
を
あ
わ
せ
導
入

事
業
費
は
八
億
円
を
越
え
順
調
に
進
捗
し
、
オ
チ
ヤ
ラ

ツ
ベ
、

利
別
川
の
改
修
、
花
班
線
の
改
良
舗
装
な
ど
'も
や
や
完
成
、
輸

送
力
の
噌
強
に
よ
り
産
業
顕
興
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り

さ
ら
に
多
年
懸
案
。
今
金
駅
改
築
、
こ
線
橋
の
験
側
、
電
報
電

話
回
の
新
築
な
ど
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
込
代
的
な
装
い

を
も
っ
て
完
成
、
北
部
絵
山
の
中
心
地
方
と
し
て
都
市
形
成
さ

れ
、
ま
す
ま
す
半
和
郷
土
建
設
の
意
欲
を
結
集
、
町
勢
発
展
に

一
意
専
心
巡
進
い
た
し
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

基

本

方

針

る
に
、
財
政
の
景
気
抑
制
機
能

の
実
効
を
期
す
る
た
め
、
財
政

規
模
の
抑
制
、
公
悦
依
存
度
の

引
き
下
げ
、
税
制
の
改
正
、
施

策
の
重
点
化
、
既
定
経
費
の
適

E
町
分
、
行
政
経
自
の
節
減
な

ど
を
法
本
方
針
に
樹
立
い
た
し

四
十
三
年
度
今
金
町
総
子
罫

集
の
編
成
に
あ
た
り
そ
の
誌
木

方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

町

干
算
綜
肢
の
メ
ド
と
な
る
国
家

干
曹
の
見
通
し
に
つ
い
て
案
じ

ま
し
た
。

地
方
税
制
の
改
正
か
ら
住
民

税
の
出
除
額
引
き
上
げ
に
よ
る

減
税
が
予
想
さ
れ
る
ほ
か
三
十

二
年
度
か
ら
施
行
の
都
市
計
画

税
も
本
年
度
か
ら
廃
止
に
ふ
み

切
っ
た
も
の
。
反
面
経
済
成
長

に
よ
る
山
動
半
取
得
税
交
付
金

の
新
設
に
よ
る
噌
収
も
見
込
ま

れ
、
交
付
税
、
給
与
改
訂
分
な

ど
を
加
世
れす
る
と
一
一
十
世
近
い

附
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

重

占

施

策

こ
れ
ら
を
勘
案
国
や
道
の
方

針
に
廿
描
い
て
各
種
州
刷
企
の
鋭

制
、
あ
る
い
は
ア
ン
パ
ラ

ゾ
ス

の
調
整
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
配
分
の
た
め
、
既
定
、
行
政

経
費
の
斡
理
に
努
め
た
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ
て
総
体
的
に
虫

占
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
と

今
金
小
学
校
々
舎
改
築
、

北
楢

山
総
合
か
ん
ぱ
い
事
輩
、
青
少

年
会
館
建
殴
、
町
立
病
院
増
改

築
、
駅
前
広
場
、
道
路
完
成
に

伴
う
都
市
計
画
事
紫
斑
負
担
、

庁
書
三
階
増
築
、
一
ニ
町
共
同
し

d
 

尿
処
理
建
段、

金
原
最
免
道
路

の
若
工
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

三
本
の
柱
て

そ
の
た
め
の
構
想
に
つ

レ
て

は
適
地
適
作
の
原
則
に
従
い
米

作
、
柏
田
段
、
林
巣
を
=一
本
の
柱

に
一
回
聞
の
成
巣
を
高
め
、
こ
ん

ご
は
朱
刷
用
地
の
活
用
に
も
努

力
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
道
開
発
計
聞
と
併
行
し
た
総

合
計
刊
を
作
成
、
産
業
の
み
に

限
ら
ず
町
全
般
の
開
発
に
資
す

る
こ
と
は
巾
す
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
は
本
町
独
自
の

立
地
条
例
、
気
候
、
風
土
、
川

田
な
ど
る
充
分
参
酌
し
て
、
平

和
郷
辿
設
に
附
す
る
各
悶
の
開

発
要
素
を
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン

ト
に
委
託
す
る
措
か
、
道
良
栄

試
験
場
に
よ
る
土
壊
翻
査
の
実

施
と
あ
わ
せ
、
町
民
自
戸
を
広

く
求
め
町
っ
く
り
の
指
針
と
す

る
。
水
稲
に
つ
い
て
は
利
別
川

両
岸
を
主
体
に
か
ん
ば
い
事
換

と
併
行
、
間
川明
蛇
側
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
耶
柴
を
継
続
惟
進
、
十
万

石
突
破
の
実
収
を
期
待
さ
れ
る

わ
け
で
寸
。
同
町
農
柑
興
対
策
は

、
来
利
川
地
の
利
用
計
画
を
検

討
中
で
あ
り
ま
す
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ア
プ
さ
札
た
日
進
両

阪
に
共
同
利
用
模
範
牧
場
を
般

民
、
育
成
牛
飼
育
の
白
担
過
重

飼
料
法
艇
な
ど
の
問
題
を
解
決

地
版
の
開
喝
を
則
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

林
業
振
興
策
は
林
道
五
カ
年

計
闘
に
よ
る
世
田

|
企
際
問、

神
沢
経
包
林
道
を
計
上
し
、
各

般
の
民
有
林
緑
化
対
抗
、
林
業

青
少
年
育
成
も
図
る
し
だ
い
で

す
。
な
お
嬰
盟
の
舶
川
以
東
の

出
村
集
団
屯
話
も
明
る
い
見
通

し
が
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
印
指
適
さ
れ
ま
す
商
工
梁

振
興
の
総
合
政
策
確
立
の
前
提

と
し
て
消
政
経
済
、
販
売
方
式

、
協
栄
化
な
ど
の
基
本
方
針
樹

立
の
た
め
、
当
時
者
側
の
意
欲

的
な
答
申
も
あ
り
ま
し
て
、
こ

ん
ご
一
段
の
借
契
な
活
動
を
期

待
す
る
。

作
也
九
又

つ

-
t
h包

に

+nu
--=
ロ
♂
ν
『
守
ノ
恒
三
コ

数
行
関
併
も
今
金
小
学
校
々

舎
Y
U
工
は
年
次
計
両
に
よ
り
初

年
度
は
、
mwM
引
調
査
、
地
位
挽

怖
を
す
す
め
、
中
学
校
統
合
の

実
現
も
配
地
し
た
い
。
行
世
年

会
館
は
官
少
年
間
の
強
レ
前
官
製

か
ら
明
山
棋
を
み
る
に
い
た
り
目

下
股
引
を
検
討
中
で
す
。
将
来

の市川
少
司
有村
山叫
に
例
え
体
育
館

の
併
削
も
巧
え
て
い
ま
す
&
ま

た
、
後
継
者
対
策
も
雌
村
後
継

者
育
成
協
議
会
の
計
成
か
ら
関

係
機
関
と
辿
絡
を
討
に
育
成
助

長
さ
せ
た
い
。

北
部
三
川
共
同
の、

し
尿
処

田
町
場
も
成
症
が
樹
立
、
-一

均
年

、
で
完
成
す
る
が
、
じ
ん
介
処
理

場
に
つ
レ
て
も
考
慮
し
て
お
り

ま
す
。
社
会
市
制
施
設
は
各
国

体
か
ら
部
く
刑
官
製
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
今
金
町
福
祉
会
面
助
成

条
例
を
似
案
、
部
格
に
応
じ
た

崎
設
に
厄
年
助
成
し
た
い
。

院
ぎ
に
消
防
は
契
利
河
分
聞

を
設
脱
す
る
方
針
で
、
同
員
二

十
五
人
を
配
し
た

い。

土
木
関
係
で
は
金
原
段
免
道

路
、
第
二
幹
線
川
改
修
、
駅
前

線
、
大
和
線
の
家
屋
移
転
な
ど

を
佐
進
、
都
市
形
態
を
活
穣
化

す
る
。
一

方
除
雪
も

一
部
機
械

化
し
て
参
り
た
い
。

国
保
病
院
は
他
物
脳
設
も
年

次
計
闘
で
一
般
か
ち
の
繰
り
入

れ
も
考
え
刑
改
築
、
哩
叫
設
耐

を
す
る
が
、
補
曲
、
起
附
な
ど

の
見
通
し
を
え
て
実
現
を
図
り

た
い
。窓

口
一
本
化

と
も
あ
れ
K
年
度
は
町
民
へ

の
サ
ピ
ス
向
上
と
事
務
能
率

を
あ
げ
る
た
め
、
窓
口
の
一
本

化
を
図
り
、
民
生
相
を
町
民
採

に
改
め
、
窓
い
に
関
す
る
一
切

を
処
即
す
る
。
さ
ら
に
指
定
金

融
闇
閣
の
設
訳
、
岡
山
川
悦
の
税

初
練
移
行
、
伝
説
会
引
制
度
も

採
川
し
て
参
り
さ
す
。

こ
の
ほ
か
味
附
加
舶
の
問
、

道
的
浪
人
の
縦
続
は
も
と
よ
り

新
脱
内
陸
し
た
も
の
な
ど
約
七

億
円
余
に
お
よ
び
、
と
〈
に
利

別
川
の
昇
給
、
再
線
の
細
川
民
、

改
良
、
河
川
改
作
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
懸
案
の
国
道

昇
格
、
保
陀
所
、
高
校
な
ど
の

改
策
促
進
は
般
会
の
ご
協
力
に

よ
り
悦
巡
す
る

L
だ
レ
で
す
。

(
以
下
約
時
ザ
開
制
は
附
ベ
l

ジ
車
問
願
い
玄
す
。
)



::::::::: ( 5 J ~~'.~'.'.'.'.'.'.'.'.~広報いまかね::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::昭和43'手 4 月 10 日 ，.... '，.，' ..... ' .. ，.，.，.，.， Cl':n 118) ::::::::: 

村マ
統
計
じ
い
さ
ん
に
マママ
ママママ
W口

v

w
v
v
v
v
v
藍
綬
褒
章
が
贈
ら
れ
る
v
v
マ

四
十
ヒ山小
川
統
計
制
査
一
筋

に
生
き
ぬ
い
た
字
花
布
、
石
沢

竜
門
さ
ん

(白山
)
に
三
川
二
十

一
円
の
閣
議
で
箆
綬
袋
詰
を
附

る
こ
と
が
決
ま
り
、
四
川
二
日

-" 

三
月
二
十
三
臼
一
個
の
小
荷

物
が
必
場
に
配
沌
さ
れ
ま
し
た

荷
物
を
劉
ベ
て
見
る
と
な
か
に

一
通
の
手
紙
が
町
長
あ
て
に
よ

せ
ら
れ
て
お
り
そ
れ
に
は

「年

度
末
に
か
か
り
砕
き
ま
方
に
は

毎
日
お
い
そ
が
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
私
も
元
気
で
勤
務
に
は

げ
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
も
町
長

さ
ま
方
-
同
の
協
力
が
あ
る
と

存
じ
ま
す
。
私
も
金
保
中
学
校

を
卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
こ

と
に
あ
り
が
と

5
ご
ざ
い
ま
す

四
月

-
日
か
ら
新
学
期
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
私
が
い
ま
ま
で

た
め
た
小
づ
か
い
、
ま
た
、
こ

山
舟
凶
H
総
川
崎
府
に
お
い
て
受

章
し
ま
し
た

Q

全
国
で
三
十
五

人
、
北
山
削
置
で
二
人
で
す
。

石
択
さ
ん
が
統
計
調
査
員
に

な
っ
た
の
は
大
正
九
年
、
イ
九

才
の
と
き
で
す
。
こ
の
と
き

m

一
同
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
凶

イ
年
の
十
川

H
ま
で
同
制
鮮
民

を
手
が
け
ま
し
た
。
こ
の
記
録

は
企
図
で
も
め
ず
ら
し
い
。
こ

の
間
告
級
統
計
問
責
も
行
な
い

い
わ
ば
統
計
の
生
き
字
引
き
で

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
四
十
七
年
の
聞
に
各

関
係
省
庁
か
ら
附
ら
れ
た
表
彰

ん
月
の
ボ
ー

ナ
ス

で
買
っ
た
本

で
す
。
ど
こ
か
の
宇
佐
で
使
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
但
長
込

ま
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

国
民
百
科
辞
典
八
巻
、
価
絡
に

(ニ)
(つ)
(の)
(善)
(意)

し
て
約

一
万
四
千
円
の
本
が
添

え
、
送
り
主
は
5
・
5
.た
け
。

企
画
室
で
出
身
校
を
調
べ
て
見

る
正
字
企
原
の
笹
蘇
敏
さ
ん
、

現
夜
官
衛
隊
二
十
六
連
隊
(
函

館
)
に
入
隊
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
町
は
教
育
委
員
会
と

状
感
却
状
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん

こ
の
統
制
じ
い
さ
ん
も
過
去

の
体
験
古
川
じ
て
か
統
計
は
税

や
不
利
佑
な
資
料
に
利
用
さ
れ

る
も
の
で
な
く
、
問
、
近、

町

の
腕
曜
に
役
く
だ
て
る
の
FC
正

し
い
統
計
を
m
m
w
附
し
て
ほ
し
い

H"
と
白
γ
ん
で
い
ま
し
た
。

全
国
で
も
す
ぐ
れ
た
統
計
蹄

務
員
で
す
。
こ
の
栄
与
を
み
ん

な
で
叫
耐
え
ま
し
i
ぅ
。
石
択
さ

ん
の
川
井
は
山
形
以
い
れ
山
部
明

治
付
で
、
明
治
三
J
l

九
年
文
竜

次
と
と
も
に
田
川
在
の
花
伝
に
開

拓
新
と
し
て
入
刷
、
現
有
孫
と

と
も
に
船
出
に
は
げ
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
ん
ご
の
多
草
を
祈
り

を
す
。

写
真
刊
山廿
び
の
石
沢
拍
ん

相
談
、

へ
ん
地
の
竿
校
に
則
り

ま
し
た
。
ま
た
、

FL
十
二

月
末
に
今
金
町
消
防
聞
を
勧
れ

金
五
万
円
を
消
防
施
設
に
役
く

立
て
て
下
さ
い
と
今
令
町
の
日
山

形
大
進
さ
ん

(
打
)
が
贈
り
ま

し
た
。

町
で
こ
れ
を
基
金
に
パ

イ
プ
骨
組
版
幕
刊
の
災
特
急
救

用
天
幕
を
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
尾
形
さ
ん
は
老
令

な
が
ら
も
日
ご
ろ
の
余
分
な
財

浄
を
た
く
わ
え
寄
付
し
た
も
の

で
、
こ
の
こ
つ
の
杓
主
に
役
場

臓
員
は
も
ち
ろ
ん
関
係
者
も
喜

こ
ん
で
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
を
思
い
お

こ
す
と
、
戦
前
戦
中
か
ら
掛
け

は
じ
め
た
簡
易
保
険
平
郵
便
年

金
を
い
ざ
受
取
っ
て
み
る
と
、

月
々
か
け
て
い
た
苦
悩
に
く
ら

べ
、
そ
れ
こ
そ
タ
ハ
コ
代
に
も

な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
話
し
を

よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
場
骨
も
、
こ
ん
な

こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
、
毎

月
保
闘
料
を
か
け
て
い
く
気
が

し
な
い
と
考
え

=

る
人
も
い
る
と

応

一

思
い
ま
す
。
し

品
川
』
且

か
し
、
国
民
年

こ

一

:

企
で
は
こ
の
点

『

t

:
・

は
心
配
あ
り
ま

動

年

せ
ん
。
物
価
が

Fぇ
l

ー'

上
れ
ば
当
然
年

月

E
金
額
も
上
げ
ら

川
内

れ
る
こ
と
に
な

佃

国

っ
て
い
ま
す
し

晶
弘

=

物
削
だ
け
で
な

一一

く
国
民
町
生
活

の
程
度
が
向
上

す
れ
ば
、
そ
の
状
況
に
適
応
す

る
よ
う
に
関
整
さ
た
ま
す
。

国
民
年
金
法
の
第
凶
条
に

『

年
金
の
額
は
、
国
民
の
生
活
木

市
そ
の
他
の
状
況
に
変
化
が
生

じ
た
と
き
は
、
そ
の
状
況
に
応

じ
て
調
整
す
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
こ
の
開
監
は
少
な
く
と
も
五

年
目
毎
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
旨
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
怯
、

国
民
に
対
す
る

約
取
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
の

即日
務
を
き
め
た
も
の
と
い
込
ま

冒
し
ト
ja
a
J

。

現
に
、
昭
制
凶
十
二
年一

月

か
ら
、
年
金
制
は
一
単
に
二
倍

半
近
く
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
閏
と
し
て
は

貨
任
を
も
っ
て
年
金
を
育
て
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
て
下

さ
レ
。国

民
年
金
の

納
め
忘
れ
は

J

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
半
金
の
給
付
の
う
ち
で

陣
桜
年
金
や
何
子
年
金
は
、
障

害
や
死
亡
な
ど
の
事
散
発
生
時

占
に
お
い
て
、
そ
の
直
川
の
一

年
以
上
保
険
料
が
刷
付
さ
れ
で

い
る
こ
と
が
嬰
件
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
納
め
忘
れ
は
も
ち
ろ

ん
、
納
付
が
遅
れ
て
も
、
こ
れ

ら
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
大
変
で
す
。
昭
和
四
十
二
年

度
分
保
険
料
は
凶
月
末
が
納
期

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必

ず
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑤
馬
ふ
ん
は
畜

主
の
責
任
で
@

国
氏
の
す
べ
て
が
附
潔
で

.

快
適
な
生
活
を
怯
む
た
め
に
刊

は
、
日
常
咋
需
を
品
じ
、
生，

活
環
肢
を
被
え
、

し
か
も
消

山

潔
で
健
康
的
な
も
の
に
し
な
‘

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

そ
の

6

実
践
に
あ
た
っ
て
は
、
み
な

さ
ん
の
正
し
い
即
解
と
約
極

的
な
協
力
が
抜
税
と
な
る
も
・

の
で
す
。
町
内
で
も
近
く
un

山

朝
の
ひ
と
は
き
H

迎
動
が
は

"

じ
ま
り
ま
す
の
で
紙
く
ず、

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
も
決
め
・

ら
れ
た
場
所
に
併
て
ま
し
ょ

内

ぅ
。
春
さ
き
に
多
い
馬
ふ
ん
い

は
必
ず
畜
主
の
手
で
処
理
し

-

e-ー
し
ト
ふ
弓
J

。

:
i
i
f
i
fmi
ii
i
 

4・5月の納税【納期】
固定資産税 4月30日

軽自動車税 5月31日

国民健康保険税5月31日
(第 1JtIJ) 
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圃
こ
れ
か
ら
が
火
災
の

園
シ
ー
ズ
ン
で
す

容
さ
き
は
、
気
象
条
刊
の
叫
』

影
響
に
よ
っ
て
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
民

惑
な
ど
で
の
事
故
が
多
く
十
分

火
の
元
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

人
命
安
全
の
碓
侃
に
も
幼
児

子
供
、
老
人
な
ど
に
対
す
る
保

護
者
の
花
立
が
必
製
で
す
。
外

出
、
就
寝
時
に
は
も
う
一

度
火

の
元
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
段
近
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
お
躍
が
め
っ
き
り
噌
え
て

き
ま
し
た
。
取
り
あ
つ
か
い
に

よ
っ

て
は
大
変
危
険
な
'
も
の
で

す
。
そ
こ
で
取
あ
っ
か
い
に
つ

い
て
の
自
立
で
す
が

ガ
ス
も
れ
を
防
ぐ
に
元
七
ン

は
必
ず
し
め
る
こ
と
。
ゴ
ム
ホ

ー
ス
は
二
年
ぐ
ら
い
で
交
換
す

る
こ
と
。
開
具
の
ま
わ
り
を
清

潔
に
し
て
延
火
を
防
ぐ
こ
と
。

こ
の
ほ
か
妓
り
少
な
い
ボ
ン
ベ

を
さ
か
き
ま
に
し
た
り
し
な
レ

こ
と
。
ガ
7

調
節
憶
の
故
障
は

E
4引
の
手
で

u

伝
聞
す
る
む
カ
ス

の
入
れ
か
え
や
取
り
付
け
は
汽

任
あ
る
版
売
応
で
。
吉
た
コ
ム

ホ
l
ス
や
探
H
(
の
仰
い
阿
部
分
も

た
え
ず
別
ベ
ガ
ス
も
れ
の
な
い

よ
う
に
h
H
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

へ
以
上
今
金
渋
川
川
か
ら
〉

@
春
の
主
道
火
災
予
防
運
動

4
月
羽
田
か
ら
5
月
叩
日
迄

『
さ
晶
、
ね
よ
う
、

ア
ツ
そ
の
支
え
に
山
の
点
暁
」

回
所
得
税
の
修
正
申
告

や
更
正
請
求
は
早
め

確
定
申
告
に
ま
ち
が
い
が
あ

っ
た
と
き
に
「
修
正
申
告
」
や

「
真
正
の
請
求
」
が
で
き
ま
す

ま
た
申
告
を
忘
れ
た
方
の
た
め

に
も
「
期
限
後
申
告
」
も
あ
り

ま
す
。
期
限
は
五
月
十
五
日
ま

で
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
税

務
課
か
、
八
怨
税
務
省
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

A
V
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
が
改
正
さ
れ
た

交
通
が
故
に
よ
る
A

チ
打
ち

杭
忠
者
な
ど
、
神
経
陣
持
者
に

討
す
る
日
動
叩
口
々
陥
町
叫
附

法
に
法
つ
く
、川
肌
陥
A
V

の
主
払

い
州
制
は
止
め
よ
う
に
改

H
さ
れ

ま
し
た
ν

こ
の
政
守
口
二
川

五

円
か
ら
胞
H
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
.
四
J
!

こ
り
八
川
一

u
以

降
に
発
刊
し
た
記
通
事
抗
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
油
川
さ
れ

g
す。

1

半
身
不
随
で山
町人
同
曜
の

場
合
は
三
百
万
円
。

2

期
初
能
川
が
な
く
、
軽
品

な
皆
川
仰
よ
り
で
き
な
い
場
合

は
百
二
十
五
万
円
。

3

相
川
な
神
経
昨
日
u
は
残
つ

て
い
る
が
、

n動
車
の
迎
転

が
で
き
る
場
合
は
三
十
一
万

円
。

4

叶
体
の
ご
く
一
部
に
障
腎

が
伐
っ
て
い
る
場
合
は
十
一

7
1
。

7
p
 

こ
の
た
め
、
ム

チ
打
ち
痕
忠

計
の
仰
ぐ
、
迎
転
が
で
き
な

〈
て
も
叫
酬
を
か
え
る
こ
と

に

t
っ
て
、

一
般
事
務
が
で

き
る
と
き
は
.
今
回
の
改
正

で
七
1
1
八
じ
り
門
的
制
前
が
受

け
ら
れ
る

-」
と
に
な
り
ま
し

た
1
1
油
引
e

般
に
あ
っ

E
補

杭
川
辺
伝
之
で
附
ま
っ
て
い

る
h
は
門
市
担
や
道
交
通
安

全
吋
い
れ
点
に
川
ト
合
せ
下
さ

い
。
市
外
問
。
一
二
三
(
札

制
)一

E
l同
一
一
一
内
線

-

、L
W

一一一
-
3
ノ

V
昭
和
四
十
四
年
歌
会

始
め
の
お
題
と
詠
進

要
領

一
、
お
題
は

「
星
」

庄
は
天
然
の
星
に
限
り
ま
す
。

「
王
の
川
」
も

O
の
群
で
す
か

ら
凶
材
と
し
て
も
払
梢
で
す
。

二
、
詠
進
の
方
法

一
人

一
首
に
限
り
、
未
発
表

の
取
で
あ
る
。
歌
会
始
の
行

な
わ
れ
る
り
ま
で
に
新
聞
、

雑
誌
、
年
賀
状
な
ど
に
発
表

さ
れ
た
と
き
は
失
怖
で
す
。

一二
、
詠
進
用
紙

半
紙
白
紙
一
枚
に
毛
抵
で
自

位
す
る
。
斤
人
な
ど
身
体
障

持
者
は
代
筆
し
て
も
さ

L
J

か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

剛
山
山
を
別
紙
に
添
え
る
こ
と

そ
の
他
〈
わ
し
い
こ
と
は
企

画
室
に
お
た
子
ね
下
さ
い
。

⑨

N
H
K
だ
よ
り
@

N
H
K
両
航
放
送
い川は
こ
ん

ど
難
視
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

凶
月
か
ら
、
毎
月
第
二
、
第
三
一

木
雌
日
の
午
後
一
時

μ
分
か
ら

同
二
十
分
ま
で
、
噴
火
湾
沿
仰

の
日
常
生
活
に
関
係
の
探
い
番

組
を
室
蘭
般
民
局
か
ら
選
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か

「
明
る
い
山
村
」
は
月
附

日
l
士
郎
H
ま
で
午
前
大
時一二

十
分

1
同
五
十
五
分

「こ
れ
か

ら
の
中
小
企
換
」
は
月
附
日

土
蹴
H
午
前
七
時

l
同
三
十
分

ま
た
ど
な
た
に
も
わ
か
る
テ
レ

ピ
の
原
即
、
し
く
み
、
故
障
修

理
に
つ
い
て
も

N
H
K
技
能
間

宮
『
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
』

を

教
育
テ
レ
ビ
で
月
、
水
、

A
M
飽

田
町
午
後
七
時
三
十
分

八
時

放
送
し
て
い
ま
す
。

-
四
月
、
五
月
は
ヤ
マ

ベ
釣
の
禁
漁
期
で
す

固
人
物
往
来
固

(
三月
)

一
回
日
間
館
格
形
学
院
世
間
院

長
打
合
せ
の
た
め

四
回
目
八
広
税
務
初
日
目
抗
治
事

務
調
五
回
た
め

六
回
目
桧
山
支
庁
平
野
地
方
部

長
表
彰
状
伝
述
の
た
め

九
日
目
商
船
パ
ス
問
中
常
務
ほ

か
四
名
パ
ス
運
行
に
つ
い
て

十
二
日
H

函
館
開
控
蹴
出
課
長

事
務
述
絡
の
た
め

十
三
日
1
脊
南
町
保
安
室
長
あ

い
さ
つ
の
た
め

一一

1
一一
日
H
背
両
応
胸
設
部
工

郡
朝
川
長
出
世
拶
の
た
め

二
十
七
日
H
中
央
民
拭
波
辺
部

長
、
北
辿
踊
飢
主
所
長
打
合

せ
の
た
め

二
十
九
日
B
悶
飢
職
安
次
長
ほ

か
二
名
打
合
の
た
め

今
命
制
阿
部
局
部
成
に
部
付
ほ

か
ニ」
l

名

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み

(3
月
分

@
出
生
市
名
前
橋
桁
司
、
阿
部

博
光
、
山
本
美
知
司
、
大
援
純

子
、
吉
見
淳
、
掛
川
哲
、
渇
浅

正
土
(
今
企
』
川
崎
線
犬
、
木

省
一
一
附

(
神
丘
)
従
森
浩
司
〈

御
影
)
和
田
岡
紀
、
広
間
恵
子

入
八
束
)
菅
降
7
1

(

美
利
河
)

@
結
婚
5
組
“
脱
喜
夫
l
援
本

静
官
、
桜
間
五
犬

z
大
倉
洋
紫

、
消
野
陀
H
砕
川
俊
子
、
佐
々

木
興
進
1
相
馬
ア
イ
子
(
今
金
〉

中
罪
節
雄
，
佐
々
木
幸
子
(
御

影
)

@
死
亡
2
名
鳴
海
州
明
治
郎
切
(

今
金
〉
伊
藤
血
走
市
〈
柿
川
)


